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久我　雅紹
　 1989年4月 ユロ、亜細亜大学における英語教育改革の根幹であるフレッシュマ ン・
イングリッシュFreshman　English(FE>実施 のため 「語学教育研究所」 が設立 されまし
た。ネイティブの英語教育の専門家 を23名 迎 え入れ、1年 次生全員に対す るコミュニ
ケーションを中心 とした英語教育がはじまったのです。
　同年 「亜細亜大学 アメリカプログラム」Asia　University　America　Program(AUAP)が開
始 されたことを考えます と、 この年が亜細 亜大学にとって文字通 り 「挑戦 と実行」の時
であったことが分か ります。
　 1990年4月1日 「語学教 育研 究所」 は 「英語教育研 究所 」English　Language
Education　Research　InstiCUte(ELERI)と名称を変更 し、さらに大学の機 構改革 に伴い、1
997年4月1日 、 「英語教育セ ンター」Center　for　English　Language　Education(CELE)
と名称を変更 しました。 この ように名称は変わっても、英語教育センターの目的 と活動
内容は一貫 してフレッシュマ ン ・イングリッシュがその中心であ り、本年、当センター
は 「語学教育研究所」設立以来、10周 年を迎えることになりました。
　 ここでフレッシュマン・イングリッシュ開始当時の状況 を振 り返ってみる ことにしま
す。それは、次のような点に要約で きると思います。
　 1.英語教育に対する批判 ・不満
　　　　「大学で英語を勉強 して も、ほとん ど役に立たない」という英語教育 に対する
　　 批判 ・不満が長い間繰 り返 されていた。当時一般に行 なわれていた英語の授業は
　　 概略次のようなもの。
　　　 (1駅読 ・文法 ・作文が中心の授業内容で、(2)日本人教員が担当 し、(3)1クラス
　　 の学生数 は約50名 、(4)授業時間 ・単位数は90分 週1回 の授 業で英語2科 目必
　　 修、通年で各2単 位、計4単 位、1・2年 次必修で合計8単 位。
　 2.国際化教育の必要性
　　　 国際化教育が求められ始め、外国一ti,'GCコ育が見直されるようにな り、 「コミュニ
　　 ケーションのための英語教育」　「異文化理解」　「国際交流」への関心が高 まって
　　 いた、,亜細亜大学 には長年 にわたる国際交流の 豊富な経験があ り、国際化教育の
　　 下地が!分 できていたばか りでな く、その実績があった。
　 3.大学改革の必要性
　　　 1990年 代後半に チ想 され る18歳 人口の激減 による大学存続の危機が問題
　　 となり、 「魅力ある大学作 り」のため、大学改革が急務 と考えられていた。
　 4.上記のような状況の直中に、強力な リーダーシ ップを持ち、特 に英語教育推進の
　　 意欲に燃えている学長が就任 し、亜細 亜大学 には積極的な協力者がいた。
　 J.学 内各方面の理解と協力を得ることがで きた。
　 当時、亜細亜大学は、フレッシュマン ・イングリッシュ実施に必要な23名 の外 国人





速に改革実施が具体化 しました。その核となるものはフレッシュマ ン・イ ングリッシュ ・
プ1コグラムであ り、1988年 後期 から半年間、教材作成や教授法の検討のためACEよ
り選ばれたコーディネーターが亜細亜大学に着任 し、準備 に専念 しました。
　 こうして1989年4月 、学内外の期待 と注 目の中、フレッシュマン ・イングリッシュ
が実施 され ました。
　 2年の経験の後、199ユ 年、フレッシュマ ン ・イングリッシュはACEから離れて、
亜細亜大学独 自の体制で、英語教育研究所が中心とな りそ の実施 ・運営に当たることに
なりました。担当の事務 局 も整備 され、AUAP参力[1大学、その他の教育 ・研究機関の 協
力を得て外国人教員(職 名は客員教　Visiting　Faculty　Member)のリクルー トを行 ない、
安定 した運営 を続け、今 日に至っています。フレッシュマ ン ・イングリッシュは本学 に
おける教育の柱の一つとして、益々活気に満ちた魅力あるプログラムとなっていること
を誇 りに思っています。
　英語教育センター創設10周 年を迎えるに当た り、設立 に至る経緯、当時の状況等 を
振 り返 り、その後の活動状況 を確認することにより、今後の改善の指針を得、一層の充
実と発展 を期 したいと考えてい ます。
　本誌は亜細亜大学における英語教育改革に関する 「記録」であ り、 「証言」であ り、
「検証」 と言えるものです。10周 年は一塁 塚であ り、次の段階への出発でもあ ります。
　今回、この 「10周年記念」のため、座談会、執筆、編集等にご協力下 さった方々 に
心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (H11.3.17)
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